褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　5月　4日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数1第回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　沢田静子
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＜連絡事項＞

・今年度の委員会は毎月第１水曜日15時30分から病院2階会議室で行います。しかし、都合により曜日や場所、週が変更になる時があるかもしれません。その都度メールにて連絡しますので出席して下さい。どうしても出席出来ない場合は事前に委員長まで報告お願いします。そして欠席届を提出しなければいけないので、忘れずに提出して下さい。議事録にも目を通すようにして下さい。　　

・褥瘡マニュアルが委員会フォルダにあるので目を通しておいて下さい。又、病院の委員の方は各部署にマニュアルがあるか確認し、無ければ委員長まで連絡して下さい。

＜今年度の計画＞

・病院委員においては、患者様入院時どの患者様に対しても「褥瘡予防診療計画書」という書類を作成しなければならず（監査の際必要、入院基本料がもらえなくなる）、又、必ずカルテに挟まなければいけない物なので入院があった場合作成お願いします。南山苑においてはそこまで求められていませんが、委員全体として取り組んでいけたらと思い今年度は徐々にでも作成していくようにします。その他にも褥瘡のある人、褥瘡が出来た場合、リスクが高い人（予防的ケアが必要な人）などそれぞれ作成する書類があります。委員会のフォルダを確認し作成を行って下さい。確認印についてですが、「褥瘡予防診療計画書」は小向ＳＧＭ、「褥瘡（持込・発生）報告書」や「褥瘡治癒報告書」は委員長（沢田）と小向ＳＧＭ連名となります。作成後は小向ＳＧＭへ提出お願いします。

・委員会のフォルダ内に「集計」のフォルダがあるので褥瘡のある人、出来た人、リスクが高く看護計画を立て予防に努めなければいけない人の人数を毎月月末に入力して下さい。

・褥瘡に対する知識を習得する為、上半期で委員会開催時勉強会を行い、下半期は各部署で勉強会を実施していきます。

・昨年度引き続き、毎回委員会内で褥瘡のある人、リスクの高い人の人数・状態報告をしていきます。

・２３年度の事業計画をフォルダ内に入れてありますので、各自目を通しておいて下さい。

＜褥瘡報告＞

東病棟：褥瘡のある方はいません。

　　　　リスクの高い方：大久保美津子様　水梨孝純様　

池野功一様→精神不安定で身体拘束中である為
南病棟：北山和子様→処置（アズクロ・ラップ保護）変わりなし。

谷内愛子様→処置（アズクロ・ラップ保護）変わりなし。
西病棟：川村敏也様→皮膚形成し滲出液なく、処置中止とし様子観察している。
北病棟：褥瘡のある方はいません。

南山苑

２階フロア：上村よし様→処置（亜鉛化軟膏・ガ－ゼ保護）変わりなし。

　　　　　　中里ノブ様→処置（ゲーベン・穴あきガ－ゼ保護）変わりなし。

　　　　　　吉田ルエ様→処置（亜鉛化軟膏・ラップ保護）変わりなし。
　　　　　　軽米フミ様→処置（亜鉛化軟膏・ラップ保護）変わりなし。
　　　　　　吉田正太郎様→処置（ゲーベン・穴あきガ－ゼ保護）変わりなし。
　　　　　　中野さつ様→未治癒のまま退所となっています。

　　　　　　畑内マツ様→仙骨部は治癒となっています。

　　　　　　　　　　　　新たに右肩甲部に発生しゲーベン・ガ－ゼ保護しています。

　　　　　　佐藤ひさし様→新規で仙骨部と左踵部に発生し亜鉛化軟膏・ガ－ゼ保護しています。

３階フロア：依田きわ様→処置（アズﾉ―ル・ラップ保護）変わりなし。
　　　　　　高橋玉枝様→治癒となっています。

＊次回の委員会は６月１日（水）１５時３０分からになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










